
三宅島牧野における乳用子牛の飼い直し試醸  

秋入牧牛の分娩暗までの育成  

浅沼二郎・鎌川 登・遠畑 亮・関口 博  

表1．試験区構成  
ま え が き  

三宅島牧野における育成牛は放牧の過程で発育  
の停滞．遅延がおこり，自然交配による受胎．分  

娩は30－40ケ月齢と効率が悪く，しかも発育  

の不良から販売にあたっても不利に取引されてい  
る状況にある．これは同牧野運営上さけられない  

土地，気象条件，周年昼夜放牧法，および牧野病  

が発育遅延の一国となっていると思われる．そこ  

でこれらの条件を前掟として，同牧野で放牧中の  

一定時期に補助飼料を増飼し，その見 時期，期  

間をどのように定めれば最も効果的かを探るペく  
本試験を実施した．  

試験材料および方法   

1．試験期憫   

昭和46年4月－49年3月  

2，供試牛および試験区の設定   

供試牛の選定にあたっては，母娘とも健康で母  

牛の能力中等，かっ生時体重40kg以上のものと  

し，昭和46年4月22日－30日の間に生れた  

ホルスタイン種磯12顕を供託しノた．試験区は衷  

】のとおりで各区4頭を供試し，増飼々料はA，  

B区ともDCP15乳 TDN65％の配合飼料  

を1日21哲づつ給与した．  

3．飼料の給与と管理   

供試牛の飼養は表2のようにした，  

試験区   増 飼 期 間   備 考   

A   
13～16ケ月齢   各区4頭  

120日   供試   

B   
妊娠4～7ケ月齢  

120日   

C   慣  行  

蓑2．飼養区分  

月   区   場   内   
齢   分   所   容   

0   哺  人 よ   
宅   工 る  
分   乳 育   

4  育  場   に 成   

5   予   放 育   昼 夜   
備   牧 成   問 問  
放   場 牛   放 収   

6   牧   内 舎   枚 房   

7   全  ≡ 牧   周放  

分二  
宅  

放  
娩ケ  牧   営 場   年牧   

（1）哺育期 本場に昭和46年5月11日入場し  

たものを≡宅分場に移送し哺育した．この間にお   
■総合助成試験  
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ける飼料給与量は蓑3のとおりであった．  

衰3．哺育期の飼料摂取量（1頭当）  

況に応じた移動がおこなわれ冬期間は神助飼料と  
して毅1日1kg（12月1日－3月31日まで），  

およぴヘイキューブまたは乾草1短（2月1日～  

3月31日まで）が給与された．種付けは各区平  

均体重が300kgに達した時点で順次雄牛のいる  

種付群に入れて自然交配をおこなった．  

（4）舎飼期 分娩予定2月前（内診による推定）  

に退牧し，分場のスタンチオン牛舎に繋留し，昼  

間はパドックに出しその他場慣行にしたがって飼  
養した．飼料は育刈牧草（さつまつる，Htライダ  

ラス，えん麦）ビートパルプ，へイキコ．－－プなら  

びに配合飼料を用い，若雌用標準のTDNで100  

％，DCPで150％以下を目標とし．さらにこ  

の時期は妊娠末期なのでTDN2，700g増を要  

求量とし給与した．  

4．調査項目および測定   

毎月一回下記項目について検査灘憬するととも  
に，一般健康状況，下痢等について常時観察した．  

（1）発育，体重その他体各部位の測定をおこなっ  

た．なお，体重は牛衡機によった．  

（2）衛生検査 検査項目および方法は下記のとお  

りである．  

ア 赤血球数 トーマツァイス法  
イ 白血球数  同  上  
り 血清蛋白量 日立血清蛋白屈折計使用  
エ ビロプラズマ病 血液塗抹染色標本を鏡検し  
その感染濃度表示は石原式表示法によった．1）  

オ 牛肺虫病 上野式遠心管内訪出法により，肺  

虫子虫を検出するとともにその寄生数を表示した．  

カ EPG検査 マックマスタ仙法によった．  

（3）飼料消費量および所要経費  

試 験 結 果   

1．育成概況   

人工乳をもちいた哺育期は，概ね良好な発育を  

しめし，特に体重でみるとその推移はホル協標準  

発育曲線とほぼ一致しその下限値を上まわってい  
た．しかし予備放牧に入ると発育，特に増体量は  

著しく低下し個体によっては増体減少をするもの  
がしばしばみられた．その後9～10月齢をすぎ  

ると徐々に体重の減少ないし停掛ま回復し，発育   

種   期   合給  
与  

顆   問  計量   

牛  
5．11～6．6  130 

短  
乳  

脱粉  
5．2 －6．16   6 短  温と 蕩か  

脂乳  にす   

モレ  
フ′  鹿  個あ 体  

1ト   差り   

ふ  
す  短  

ま   

乾  1唱  自H．グ   
6．2 ノ、8．3】  40   家ララ  

草  製イス   

育  テン番  
8．4 ′－8．31  飽  食   オト刈  

草  シニ   

水   
5′11・－6．10  湯1日1回  飽  

6．11・－－8．31  水1日2回  飲   

（2）予備放牧期 昭和46年9月1日から10月  

31日までは村営牧場内共同育成牛舎に移動し，  

昼間放牧をおこない，青草，水を自由に採食，飲  

水させ，夜間は舎内に収容（群飼）し，環境への  

馴致をはかった．この間，日量，毅2kg，塩20  

g，コロイカル40gを朝夕2回に分与した．ま  

た，育成牛舎付属の牧場軍機は41年に造成した  

ケンクッキ【31F70％，オーチャードグラス  

20％，レッドクロ←パ“，ラヂノクローノトー  

スムーズブロームグラス合せて10％であった．  

（3）全放牧期 放牧場は三宅島中央雄山の南西中  

腹標高300－600mに位置し，昭和38～42  

年に造成現存草種はケンタッキー31F75％，  

オーチャードグラス20％，クローバー5％で約  

150haを19牧区に分け．期間を定めず草生状  
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曲線も上向きに転じた，本試験では13月齢で無  

作為に4頭を試験A区として増飼を始めたので，  

他8頭と増体に轟を生じたことが認められる．し  

かし試験B区4頭は当初妊娠4－7月齢において  

増飼の予定であったが，この試験では前述のよう  

に牧牛による自然交配をおこなったので内診によ  
る妊娠月齢の誤差から増飼期間にバラツキを生じ，  

4ケ月増飼予定のところ．7l，85，111日  

（l例は増飼途中で死亡）と増飼期間短くかつ，  

不定で．しかも直ぐ退牧して他区同様妊娠増飼に  

入ったのでその増飼効果は明確にはできなかった．  

なお発育成績の詳細は次のとおりである．  

2．発育成層   

哺育期および予備放牧期の期間発育成線を衷4  

にしめした，哺育期は明らかにホル協標準発育下  

限値を上まわる発育をしめしているものの，予備  

蓑4．哺育期・予備放牧期発育成績  

哺  書  期  予  静  放  牧  闘  

期  間  生   後  朋   栗  期   末  期  末  期   間  ＝I爛■■H  生   後  椚  兼  期  末  期  末  期   叩  
実刑慨  日  臼  k  日  日  厄  

A 区      127  127   0，80－l  62  】89   0．OdO  

指 数  】22   232   】33  】04   1（12   102   

突刺値  948   132S   1130   】00．3   】450  12（〉，○   

B 区  127  0．772   62   】89  0．195  

指数   122   244   】33  IO6   ＝川   l06   

実測値   960   1330   】13D   101．1   】480   1】SD   

C 区    】き0   130  077tj   62   192  0．111  

指 数  120   255   1｝t  105   】05   104   

ホル協  900   】1・6l   1082   g丞．9   1576   1211   

120   tZO  069コ   ＄0   6ケ月  0691  

下限値   126   Pll66 130  110   I36   112   

冊は既報×10∩でしめした   

放牧期は殆んど発育停滞の状況であった．この原  

因については後述の衛生検養成績など加味し検討  
をおこなう．   

また，全放牧期（7ケ月齢以降）の発育成績お  

よびこの間におこなわれたA区の増飼期間の発育  

とB，C区の同期間の発育成績を表5にしめした．  

蓑5，全放牧期・願い直し（A）期の発育比較  

全  放  牧  期  A区飼い蔽 L 期間の地区との比較  

潮  間  生  後  期   宋  期  末  期  末  朋   佃  期   間  生   後  飢  東  期  末  期  末  朋  間  
喫謂」値  日  日  短  月  月  1唱  

A 区      681  87t）   山．422  1  17   069〔  

指 数  127   304   l／19  105   148   】】8   

巽測値   1286   JZ63   17l】3   】121   2′Ⅰ25   1490   

B 区    十11   1．0（】S  036l  0．551  

婚 敦  12計   29】   117  10‘l   1′10   118   

実測値   121】．8   435○   1780   112，l   219．8   1∫150   

C 区    781   973  0373  0373  

指 放  】25   3】l   151  105   12了   ！】2   

ホル協  】2S8   -1 llS55 1759   13ケ月齢  12：l5   38ヨ．0   】638   

540   Z」lケ月  nS一いl  ¢，66（〉  

下限個   130   286   1．14  17ケ月齢  105   126   1（）7  

kenkyu05
テキストボックス
発育成績
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A区飼い直し期間は13～16月齢であったが歴  

月では47年5月～8月にわたる期間であり一般  

的に発育停滞のみられる8月を経過しているので  

この間の増体成績の明細をしめすと蓑6のとおり  

である．すなわち，暑熱．草生の悪化等外部環境  

の変化に対する個体の適応力の差が表われたもの  
と思われるが個体によっては発育の低汚がみられ  
たが，全体的にみればA区は発育停滞の度合も低  

く増飼の効果があったとみとめられる．その結果  

A区は区平均体重300短でおこなった自然交配  

牧区への移動年月日が47年12月28日であり，  

B，C区の48年4月27日より4ケ月早くなり  

又分贋時平均日齢もA区933日，B．C区それ  

ぞれl，029日，1，035日に較ベ100日近く  

早まることとなった．  

表6．増飼期の月別DGの比較  

5月朱  6月末  7月芙  8月末  期間平均●   

照瑞  1156短  川321唱  0，714鹿  0，306kg  
A  

最低  0750  0742  0536  0】39  卜  
平均  】057  0887  Ol）25  0257  0690  

最高  1063  ∩．7丁′1  ∩857  ひ389  

愚（氏  n，78l  tI58】  0，031弓  0056  

りり5：J  0677  〉 uイ9l  015U  055l   

煎諦，   l）969  0615  ＝＝用  O191  

C  
最低  0341  0323  （（）3  0．36l  

【き 
一ド均  0758  0540  0．295  0D37  0373   

■期間中均はd，27～91の聞の庄平均体取の  

1日当り増作1   

舎飼期における発育および分娩状況を個体別に  
表7にしめした．前述のとおりB区は試験設定上  

表7．舎飼期の発育および分娩状況  

収  牧  舎  筋三  明  分  煙  状  況  

慶  子  
期間  

牲  体 堅   娩 出 状 況   
d   日 5S   口 り20    k打    kg  ′1810，29   田 920  9   kg   自然分或．経度符節なL  

5  7l  1036  12llO  】52n  17汚  0105  ′19．22：ろ  1．036  る  390  
A  

10  

11   882   
l  分 娩 前  死 亡  【  

8  5 5  1．0】7  
B  

1U75   

£   
十”∨・  

2  分 空更 新  陛 用  

？       3  6 しl  LO28  123ノ1  」4】1  175  し13g3  ∫l甘三．1：i  】．1128   350  
C  

6  5〔  1，02！  1272  162n17さ）      o416  492 9  】．021  ？  347  

7  6 7  l－U32 ■  13（6  ▲177り  195  n4：iS  4f）2．20  1．U32  9  36．い   

の失敗からその効果を明確に出来なかった．分綻  

状況は母体が小格であるにもかかわらず何等の助  
産を必要とせず．特に後産の停滞はl例も見られ  

ず．すべて自然娩出された．   

これら発育成績について，区別，月齢別に各部  

位測尺億および成長曲線を示すと衰8および周1，  

2，3，4のとおりである．   
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蓑8．Al】臥 C区各郡別部位測尺平均値   

A  区   B 【式   C  区  

体爪  仏前  体長  陶日月 常ほ8  体重  休正古  体炎  胸囲 管用  体巾： 体馬  体畏  胞聞 管聞   

165   5！）5  802  了78  日7い 111  5・15  777  71i】  850 1」．5  5fl3  Rり】   790  86n 】17   

8   138D  9汽n lOnt〉 ll射013】  1：う28  l・」B  980 1】3，0 】3．5  133．り  960 1†）0】1】3．0 13．l   

l16l）lけ2．5 10ノ16 1：Z3，0 1う  116n10n．1；1021122，0 】31；  137（〕1い25 1027 120n 13．6   
．172    15SO 1052 】07：≧ 1：108 1】】  15：iO l（）2d l（〉1，3 】2S0 1′1l  1505 ＝ト＝5 ＝＝2 128（）110   

5  13  21イ3 11q．7 】11う2 1400 いl8  21）ご5 10H2 1Ill】3Sn 116  】り60 1093 113（）l射い1l・l．6   

8  16  2683 11′＝う 1：2′l7 15′10 158  2425】tこ一．1】19Sl19い 153  2I98 1】211】82 115〔15巾   

19  3】88 t】甘ど l：122 1570 158  29】．り 1】5i】275 15U．n I53  263．0 115t 】25い 150D 】50   

1．82  22  3332 1227 13！】6 15占O 16り  2リ28 1＝ト】】32臼 】520 155  2S23 117，1】3」．5 】50H 】5（－  
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図1■ 予備放牧期からA区増飼期までの増俸成績   
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図2．A区増飼期から分娩までの増体成績  
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園3．予備放牧期から分煙までの体高発育成績   
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囲4▲ 予備放牧期から分娩までの胸囲発育曲線  

体重，体鼠 胸囲ともすべてに停滞がみられるが，  

体高はホル協下限値に対し，A区はほぼ30ケ月  

齢で到達しているが，B区は30ケ月齢時で7～  

9ケ月遅延していた．   

また，栄養摂取量の影響を直接的に受ける増俸  

成績についてはおよそ10ケ月の遅れとなってお  

り，30ケ月齢となってもなお回復されず，低水  

準にあった．特に予備放牧から全放牧への移行が  

11月という季節的悪条件がかさなり，冬期間の  

補助飼料の給与効果は維持のための最低水準確保  
以下にとどまったと考えられ，9ケ月齢まで完全  

な発育の停滞をきたしている．しかも二回目の越  

冬箋捌こおいても月齢が20ケ月となっているにも  

かかわらずやはり発育の停滞がみられている．こ  

のことは13～16ケ月齢の増飼の効果は明らか  

に認められるものの，冬期間の全放牧の可否，そ  

の間の補助飼料の内容，給与量．給与期間あるい  

は給与方法について新たな問題を投げかけている  
ものとみられる．  

3．繁殖成績   

受胎状況については牧区が広く発情，交配状況  

の観察は殆んど不可能に近い状態であったが，自  

然交配牧区移動後受胎したと推定される日（分醗  

月日より280日前と仮定）までの日数，自然交  

配教区移動時体重，および推定受胎近接時点の体  

重について個体別に集計してみると蓑9のとおり  

であった．全体的にみると10頭中7頭が交配牧  

表9．受胎状況調査成顔  

自然交配牧区  推 定受 胎  交配牧区移動  
移 動 時  近接時′点の  時・より推定 受給時までの  
体  重  体  重  所 要 8 数   

4  3271唱  360kg   27日  

A  3 29   l‘14  

区  3 0 2   3  

11 320 3 2 0   0   

8  3Il   311   7  

B  3 50   6 5  

区  3 6】   9l   

3  Z8 5   2 8 5   14  

C  2 2 5   9  

区  3 3 2   21  
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区移動後初回発情での受胎が推定される．しかし．  

A区5号牛，B区9．12号牛は交配牧区移動後受  

胎までにかなりの日数を要していた．  

4．衛生検査成績  

（1）一般健康状態   

哺育期間に代用乳切替の際に2頭，予備放牧入  

牧直後から1～2ケ月間にわたり約半数の牛に下  

痢がみられた．特に入牧直後から1ケ月にかけて  

の4例は下痢症状がひどかったが2ケ月後にみら  

れた下痢は軽症であった．下痢はこの間に認めら  

れたのみでその後の定期検査時には発見されなか  
った．入牧前の臨床検査では血液，糞便とも異常  

を認めなかったが入牧1ケ月後の検秀では貧血症  

状を呈し，赤血球数は急減し，タイレリア原虫が  

検出されたので，油性パーマキン2ml宛全頭に筋  

注した．2ケ月後の検査時に発咳，鼻汁等がみら  

れ，教頭に肺虫第l期子虫が検出され，さらに3  

ケ月後の検査では肺虫第1期子虫が全頭に検出さ  

れたので，全頭に対し駆虫薬テトラミゾール12．5  

mg／短を投した．その後47，1，31の検査で  

肺虫．小型ビロブラズマともに増加の傾向が見ら  

れたので前回同様注射，投薬を実施した．   

一般的に栄養状態不良のため毛づや悪く貧血し  
ているものが多かった．この間に発生した主な事  

故疾病は．C区のl頑が47年4月27日左後肢  

骨折し，治癒の見込ないため廃用とした（生年月  

臥 前歴等．近似のものと入替えを行った）＿ ま  

た，A区の1頚が48年11月1日急性出血性敗  

血症のため死亡した．その他鼓眼病1諷 肺炎1  

頗．打撲症卜頭がみられたがごく軽症であった．  

（2）赤血球・白血球救および血清蛋白の推移   

赤血球・白血球救および血清蛋白の推移を何体，  

月齢別にしめすと表10．11，12のとおりで  

ある．なお17ケ月齢以降は著変が認められない  

衰10．赤 血 球 の 推 移  

単位万  
47  

8／つ0】Mlレ11レつ012／セ71／う1シセ8 3／う14／々7 む／29 y29 て／27 9／l∽8   

5   6   7   8   9  1（1 11 12  13 14  15  16  17   

4   626 380 294 502 436 564 588 670 572 556 594 520 542 628  

5   628 326 306 392 334 392 576 618 516 584 662 536 612 530  

A  10  890 394 336 468 382 376 602 628 470 600 582 562 638 582  

11  730 404 390 326 308 350 580 592 482 494 482 446 486 498  

平均  719 376 332 422 365 421 587 627 510 559 580 516 570 560   

612 390 364 358 312 410 5（I4 462 612 684 562 548 486 626  

8   708 334 278 328 392 ∠130 488 4B6 568 512 494 526 540 540  

B   9   782 396 352 3⊆I8 368 362 678 474 508 524 508 488 ∠194 516  

12  634 394 336 282 312 352 550 424 532 618 51S 522 566 584  

平均  684 379 333 342 346 389 570 462 555 585 521 521 522 566   

2   708 334 278 328 392 430 488 486 568 512 494 526 540 540  

3   752 492 448 374 338 506 514 438 532 546 488 ′120 556 486  

C  6   552 3（i2 310 418 370 356 764 526 592 502 512‘128 544 612  

7   576 328 308 388 288 288 554 470 468 460 554 5（）8 472 504  

平均  647 379 336 377 347 395 580 480 540 505 512 471 528 536  

kenkyu05
テキストボックス
㎎/㎏を投与した.
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表11．白 血 球 の 推 移  

単位千  
47  

8／勺01qパ1】／1】1／乃01∽71／乃l各々8 シう14／包7 5／々9 6乃9 7／セ7 yl 針セ8  

4   5   6   7   8   9  10 11 12 13 14 15 16 17   

4   5．6   5．6   8．6 10．6   9．4   8．8   9．6   8－0   9．8 11．O 12．0   7．0 10．2   9，8  

5   5．8   6▼6   7．8   6．4   8．6 10．2 11．0   7．8 11．8   7．0   9．0   7．2   7．6   7．2  

A  10   4．8   6．8   6．8   8．8 11．8   9．2   8．6   9．2   8．6   6．8 10．0 11．2 11．8   9．6  

11   4．2   5．8   6．6 11．4   9、6   7．8   8．2   8．8   8．8   9．4 10．2   9．8 1l．6 10．5  

平均   5．1  6．2   7．5   9．3   9．9   9．0   9．4   8，5   9．8   8．6 10．3   8．8 10＿3   9．3   

7．2   6．8   5．4   7．8   7．6   7．6 10．4   8．6   9．4   9．0 10．6   8．6 10．0   8．0  

8   6．4   8．8   7．4   9．613．410．214．012．0 10．8 11．813．6   9．6 12．0 11．4  

B   9   5．8   8．4   8．6   9．0   5．6 12．2   9．2 10．6   9．8   7．6   8．8   7．4   6．6   7．8  

12   4．8   5＿0   6．8   7．4   6．2   8．2   召．6   8．8 10．4   8．2   8．2   6．8   6．4   7．0  

平均   6．1  7．3   7．1  8．5   8．2   9．6 10．6 10．O 10．1  9．2 10．3   臥1  8．8   8．6   

2   8．8   9．6 10．0   8．6   8．6   6．8 12．4   9．8   8．4   9．4 10▼6 11．0   8．4   9．2  

3   5．4   8．4   7．2   6，4   9．2   9．0 14．1   9．8 13，2 11．2   6．2   8．6   6．2   9．6  

C  6   8．2   7－2   9．8   9．2   9．6   9．6 11．8   9．2 10．4   8－4   9，2 12．2   7．Z ll．2  

7   4．4   9．6 11，8   8．0 1（）．4 】0．4 10，8   9．4   9．4   9．8 】0．8   9，2   8．0   8．2  

平均   6．7   8．7   9．7   8．1  9．5   9．012．3   9．6 10．4   9．7   9．210．3   7．5   9．6   

衰12，血 清 蛋 白 の 推 移  

単位g／dl  

46                      47    ∽01Q／ぺ 1レ11レ乃01多／27 レ乃1∽8 シ勺1∽7 5／セ9 ∽9 7／乃7 軌／1㌢須  

4   5   6   7   8   9  10 11 12 13 14 15 16 17  

4   5．0   5．8   5．8   6．8   6．8   6．2   6．6   6．6   6．6   6．0   6．6   6．6   6．8   6．4  

5   5．6   5．6   5，8   7．4   7．2   6．6   6．8   6．2   7．0   6．2   6．8   6．8   7．0   6．4  

10   5．4   5．8   6，2   6．2   7．2   6．2   6．8   6．4   7．0   6．8   7．0   7．8   7．2   6．2  

11   5．0   5．2   5．2   6．4   6．8   5．8   6．8   6．0   58   6．2   6．8   7．0   6．4   6．4  

平均   5．3   5．6   5．8   6，7   7．0   6．2   6．8   6．3   6．6  （；、3   6．8   7．1  6．9   6．4   

5．2   5．6   6．8   6．6   6．2   6．0   6．4   6．8   7．0   7．4   7．4   7．2   7．2   7．2  

8   5β   5．2   5．4   6．0   6．6   6．8   6．6   6．8   6．8   7．2   7．0   7．2   6月   7．2  

B   9   5．Z   5，0   5．4   6．4   6．6   5．8   6．4   6．2   6．4   6．4   6．4   6．8   6．4   6．6  

12   5．2   5．2   5．8   6．8   6．8   6．2   6．6   6．8   6．4   6．∩   6．8   7．2   6．6   6．6  

平均   5，4   5．3   5．9   6．5   6，6   6．2   6．5   6．7   6．7   6．8   6，9   7．1  6．8   6．9   

2   5．4   4．8   6．0   6．8   6．4   6．0   6，4   7．0   6．6   6．6   7．2   7．0   7．0   6．8  

3   5．4   6．0   6．8   7．2   7．0   7．0   6．6   7．6   7．8   6．6   8．2  （i＿6   6．6   7．2  

C  6   5．2   5．4   5．6   5．8   6．8   5．8   6．6   6．4   6．6   6．8   7，0   6．6   6，8   6．8  

7   5．2   5．6   5，6   6．8   7．0   7，0   7．2   6．6   6，6   7．0   7．2   7．6   6．6   6．8  

平均   5．3   5．5   6．0   6．7   6．8   6．4   7．0   6．9   6．9   6．8   7．4   7，0   6．8  6．9  
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ので省略した．白血球は入牧時平均6千であった  

が，入牧後2～3ケ月より徐々に増加し，1万前  

後で推移した．血清蛋白は入牧時平均5．3g／dl  

であったが3ケ月後より一部をのぞいて殆んどが  

6．0－7．Og／dlに上昇し．その後その水準を維  

持していた．変動の激しかったのは赤血球教で入  

牧時平均680万であったものが入牧1ケ月後に  

は380万．2ケ月後には330万と急減し，3，  

4，5ケ月日もそれぞれ38n万，350万，400万と低  

水準に推移し，6ケ月日には580万と500万  

の水準をこし．以後17ケ齢までは同水準をわる  

事例も多少みられたがおおむね500万をこした  

水準で推移した．18ケ月齢以降は600万水準  

を多少きる事例もみられたものの，殆んどが600  

万水準を大巾に上まわっていた．これらは．明ら  

かにピロブラズて感染，発育停滞と密接に関連し  

てあらわれているようにみられた．  

（3）ビロブラズマ検査成績   

三宅牧野は昭和38～42年に造成されたもの  

であるがそれ以前より自然牧野として長年にわた  

表13．小型ビロブラズマ血中原虫の推移   

47  
8／301抄／11レう1レ勺01Z／セ7l／乃12／セ8 3／う14／セ7 シセ9むセ9 7／忽7 9／4 y28  

4  5  6  7  8  9 10 1112 13 1ノ115 16 17   
4   一   十十   ＋ ■＋   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋   十   ＋   ＋   ＋   ＋  

A  
5   

－  †什   ＋   ＋   十   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋  

IO   ー  †十   ＋   ＋   ＋   ＋   一   十   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋  

一   一汁   ＋   ＋   ＋   ＋   
－   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋   

【 一山   ＋   ＋   ＋   ＋   
－   ＋   十   十   ＋   ＋   ＋   ＋  

8   【   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋   十   ＋   ＋   ＋   ＋  
B   

9   
－  1←   ＋   ＋   ＋   ＋   

－   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋  

12   
－   ＋†  ＋   ＋   ＋   ＋   

－   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋   

2   
－  1十  」十   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋  

3   一   一什   ＋   ＋   十   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋   十  
C  

6   ー   ー什   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋   十  
7  ＋   ＋   ＋   ＋  †I  

－   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋   ＋   

原虫記号  一原虫0  十10視野1コ以下  ≠10視野1コ以上  

摘  
榊各視野1コ以上  榊各視野10コ以上  

1  

油性叫ソ実施 
：二  

4 6．9．13  スミチオン  

4 7．5．2 5   サンマコー  

要  ヘリ散布実施 47．9．13   サン＝マコー  

4 臥5．31  サニ／マコー  

＼48・9・15  
ダイアジノソ  
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り利用されていたもので，小型ビロブラズマの汚  

染牧野と考えられる．入牧1ケ月日の検査で全例  

に＋一日の小型ビロブラズマの原虫が検出され，  

46年10月9日と47年2月5日の2回にわた  

り油性パマキンを注射して治療をおこなったが．  

その後もはとんどの中にビロブラズマ原虫の寄生  
が認められた．   

この牧野では，46～48年にかけて衰13下  

段のようにヘリコプターにより，スミ子オン．サ  

ソマコー，ダイアジノンの空中散布を実施しダニ  

の駆除をおこなっている．48年9月15日のダ  

イアジノンを散布では，散布前の検査（48年S  

月30日）で全例ピロプラズマ原虫が検出された  

が散布後の検査（9月28日）では全例検出され  

ず陰性となり．その後退牧するまで検出されなか  

った．牧野放牧の他牛のその後の検査では，翌年  

3月になって再び検出されるようになった．  

（4）牛肺虫第1期子虫および消化許官内線虫卵の  

検査成層   
牛肺虫第1期子虫は入牧後2ケ月目の検査にお  

いて4頭から検出され，3ケ月日には全頭から検  

出された．そこで46年12月3日テトラミソー  

ルを投与して駆虫をはかったが．47年1月31  

日の検査で検出子虫教の増加がみられたので更に  

蓑14．牛肺虫儒l親子虫の消長   

テトラミゾ→＝2・5mg／短 ∃≡：1…：喜 ノ‘3実写二三：喜 ・陽性0陰性  

8／勺0 1Q／11レ111／うOl乙ぺ7 レう1Z／勺8 3／乃14．セ7 5／乃9 6／乃9 γ勺7 9／ハ 針つ8  

4   5   6   7   8   9  10 11 12 13 14 15 16 17   

4   0  0  0  ●37 ●2 115 0  0  0  0  0  0  0  0  

5   0  0 12 124 0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  

A  
10  0  0  0 19 0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  

皿  0  0 13 110 0  0  0  0  0  0  0  0  0  0   

0  0  0  ●5112 0  0  0  0  0  0  0  0  0  

8   0  0  0  131●3 0  0  0  0  0  0  0  0  0  
B   

9   0  0 11144 0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  

12  0  0  0  l42 ●6 ●18 0  0  0  0  0  0  0  0   

2   0  0  0  148 0  0  0  0  0  0  0  0  0  0  

3   0  0  1g ●152 ●12 ●26 ●5 117 14 134 0  l12 ●2 11  
C  

6   0  0  0  ●1 0  ●5 0  0  0  0  0  0  0  0  

7   0  0  0 18 0  ●ト】0  0  0  0  0  0  0  0   

駆虫を試みた．その結果】例を除いてその後は検  

出されず陰性で放牧期間を経過した．1例はC区  

3号牛で殆んど毎回検出され47年12月25日  

の20ケ月齢の検査時まで検出され，その後陰性  

となった．   

線虫卵については入牧後lケ月で葉虫に検出さ  

れ．8ケ月間，月齢で12ケ月齢頃まで比較的多  

い寄生がみられ その後も散発的に寄生が認められた．   

kenkyu05
テキストボックス
中
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表15．消化器官内線虫卵の消長  

12  

47  

8／30 10／1Il／】】レつ0】2／27 1／31 2／28 3／311／27 5′／2！I6／29 7／27 9／】 9／28   

5    （）    7    8    9   10  11  12  】3  1∠】  】5  1（〉  17   

4  n  lD8  60（） tOO IOO  lOl）く】00 100  200   （）く100  300    0  0  

5  0   200 く】00  60（1    0 く100  100    （） ＜IOO    O    O く100 く100  く100  
A  

10  0  くLOO  5け0  100 ＜100  400    0    0 】00 】00    0  1r）0    0  〔〉  
0  100    0 く10r） 200  600  200    0 】00 ＜100    0 ＜100 く100   200   

0   400  100  500 ＜100  200    0    0 100   1〉    0  IOO  O   lOO  

8  0   200  600  400    0  400    q  300  300 く100    0  100 】00   10（〉  
R   

9  ‘ll     l  l    ll     l     l            l  

12  0  0    0  2【）0  0  300    0    0  1（〉0    0    0  0  100  0   

2  0  0  200  200  〔1    0  】00  ／100  500    0    0  100    0   100  

3  O  l00  1【＝） 300    0  700  】00  400    0  600  200  ′100 100  ＜100  
C  

6  0   ′10（1 800  200    0 100  2DO くユ00 100  0 1（）O    r）＜100  100  

7  O  100  200  100    0 10（1   0 10（I   O  O    O  lロ0    0  （〉   

5．所要経費  給与鼠 また放牧料を集計したものが表16であ  

哺青から退牧までの各区平均飼料費およびその  る，この間配合飼料，放牧料の値上がりなどがあ  

衷16．放牧育成期間中の育成経費  

哺育ガ1間の1  

1頸当軽野駿計  

朋当り飼料訝   

A区   16．356 円   11．g44 円  ＝＝ 日  55．07㌔  】4モ5㌫4言■8  10，351円   93，726 円   

B区   16．3 5 6   11．9 ′14   800  6 6．04 5  48■9より 平均86日  8．U 9 7   10 2，4 ノ12   

C区   16．3 5 f）   】1．9 ′14   7 83  6 3．905  g 2．205   

哺育期間飼料費  予備放牧期間経費  A区相同分飼料費  B区増飼飼料製  

円 円 楕  

脱 粉 6＠125 750  塩 t．22＠zo   2d  填 246 ＠20   49  塩 172＠20   34  

モーレヅト180＠55日9．99g コ可カ′し2．44＠44 107 コPイカル4，92＠44  216 コロイカル3・44◎4d 151  

夢  

計  ＝）．356  計  1t．941 計  】0．351  計  8・097  
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り．一貫した比較は問題があるものの，A区は明  

らかにB，C区に比し退牧時期が早まり，分娩も  

約100日早まっていて，育成経費はC区と大差  

ないが，早く生産活動に入ったという点を評価す  

べきであろう．B区については他区に比し1万円  

弱の出費を要しているがその効果は初産時の恥乳  
成績を加味して判定すべきものと考える．  

考  察  

本試験は供試牛の出生から第1匝卜分娩までの乳  

用牛の放牧育成試験であるが，かなり長期にわた  

っていることと．試験途中いくつかの問題が発生  

したことから放牧期間を3期に区切って考察を進  

めた（図5）．放牧初期は予備放牧開始（46，  

臍月  4t，／」 6  8 10 tZ  2  4  6  8 10 12 】T／2 4  6  8 10 12 48／2 4  6  

f】齢  2  ▲t  （7  誇 10 12 1116 】8  20 22  24 26 28 3n ：）2 ：‡ヰ 36 38  

甘いd10．29  

豆 △   
12．15d乙23  

B】d】06  
ム  

㌔ldめ7  
51 bB、1 1：Z2R  

租醇特湛へ移動  
ミ）？3 亡11】  

920 c12－15d27  
i へ  

920 ⊂l＝〕（】4了  

ム 】120（：13】d51  
∠1  

】11〉d  

12．15d21：∋  

ヽ  △ 1215dり1！  

1215d：三っい   

111■下旬  9111tlZla 331  12】 a 3二う14Z7   

5   

】0   

】1  

区
 
 

B
 
 

予州 本  市乍軟区  
蹄牧放牧  へ降船  
＝＋任〕→  

aニ冬季用照．7ス71kg，ただしユトぺ＝ユさらにへイキ．－プ又は乾燥1kgを増れ  b：A区試斡椚隠 配合2kg  

ぐ：B区試験瑠風 紀合2k仔． d：起牧後（傑牒牒十旺鴨川雁＝席膵将門．  γ：遇牧 へ：分校  
の：放牧初期（雄鳥ト47－1こう0）各：放牧中期ト175ト17122りざ）：放牧後期（t7】2■加一与〉媒まで）  

図5．個 体 別 飼 養 状 況  

ついてもー般的には成熟こ記載されている通りで  

ある．本試験での放牧直後の発育停滞についても，  

①環境の急変，¢）養分摂取量の低下（エネルギー，  

蛋白．その他），（要衝生害虫（ピロブラズマ，肺  

虫．腸内線虫類），④気象条件の悪化（気子臥 湿  

監 その他）．⑤伝染性あるいは非伝染性疾病，  

等を原因として考えた．（Dについてはこの発育停  

滞が予傭放牧から5ケ月間も続いており．通常2  

週間程度で放牧に順致するといわれている2）こと  

と比較して，環境の急変が発育停滞に影響あった  

としても主要な原因とは考えられない．（萱y）疾病  

関係は「4．衛生検査成績」の項で述べた通り入牧   

9，l）から春（47，4．30）までとし，放  

牧直後から著しい発育停瀾を示した原因について  
考察する．放牧巾期はこれより（47．5，1）  

A区の牛が種牛牧区へ移動するまで（47，12．  

27）で．この期間中A区のみ試験増飼を行った  

（47，5，1より47，8，31）のでその効  

果を判定する．放牧後期はこれより（47．12，  

28）各牛分娩まで（般終分娩は49，5，1）  

で，B区の試験増飼の効果とA区及びそれらと対  

象C区との発育成績を比較する．  

1．放牧初期の発育停掛こついて   

放牧後の発育停滞は広く認められ，その原因に  

kenkyu05
テキストボックス
雄牛
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当初下痢の発ごトを認めている．しかしこれも比喫  

的短期間であり．戸＝爪球数の推移からもこれら疾  

病が今回の発育停瀾の主要な原因とは見られない．  

確る原因を考えるためこの期問の各調香項目の推  

移を図示した（閲6）．原因の⑦は牧野の草生景  

や採食前が珊娃されなかったため正確な偶はつか  

めなかったが，図に見る涌り草生の悪い冬期間に  

DGも低下し．牛群親祭からもこの期間養分摂取  

量は不足していたと見ている．しかし栄養搾寮に  

関する研究3）と比較すると．最も発育の軌、試験  

区（低蛋白群）の6ケ月齢から12ケ月齢のDG  

は約530gであり，本試験での平均179gは  

これに較べて著しく低い．血清蛋白の推移か【ゝビ  

本試験の牛群が掃端な蛋白欠乏状態にあったとは  
考えられないし．貧血の程度も単に栄養障害だけ  

を原因と見るには強過ぎる，原閃（釘のうちピロブ  

ラズマは放牧後直ちに波感染し赤血球数減少の羊  
要な原因であった．肺虫もDG低下の時期に合わ  

せて出現しており発育停滞に影響していると見ら  
れる．腸内線虫卵の測定値はこのj別間全体に分散  

しており，影響の程度は明らかでない．秋に放牧  

し，冬に向フてしだいに気象条件が悪化して行っ  

たことから原因の耳は充分考えられることである  
が．牧野草生の低下と気温の低下が直接牛体に与  

える影響との分解は今回の試験ではできなかった．   

これら各調査項目（気温は除く）間の関係と影  

響の程度を見るため車回帰分析を実施した．蓑17  

は各調査項目の相関係数である．このうち体高，  

表17．各調査項目の単相関係数  

休  
心100  

（cm〕90  

体  
IGO- 籠  

（kgル10  

（g）（）  D4併） G200  

白  
血1n  
球リ  

R  

1、〕）  

赤  
lrL1501〕  

球40り  

。慧一員脚  
血  
酒  
蛋6．0  
自  

g／dl）5，0  

7≡朴  

ラ十十 雲十  

喜300 P20 （憫）lP  

ごOc）0  

… E和ビ■ソテズ′血♯ 自血 茄血  井向  球教  主薫か  Ⅳ 体奥 付／，  

n129・・Ol㌢丁 ▲」トりり 0巧11）l）7（）Gホコ【ト  

ODごど ＝l＝）らい 一0＝75 口S171  

001I ■IOどホ    】u3＼】L†〉ご08 L〉  

）Ⅰ2了    ＝J 川ホ ∩】ド7  

■   二、・  、  

Ol～  

■   

歴 月 46／′9 川 Ll12 47／1 Z  3  4  

t］ ノ育  5  6  7  8  9 1（）1112  
体乳 DGは発育の指鼠 即ちこの場合発育停滞  

の結果系とし，他の項目を原因系として考察を進  

めた．結果系相互の相関では体高とDGの相関値  

が比較的小さいのが注冒される．また原田系の中   図6．放牧初期の調査項目の推移  



浅沼・鎌川・遠畑・関口：≡宅島牧野における乳用子牛の飼い直し  

では期間と赤血球教．血清寮内，ビロプラズて，  

白血球数との相関が強い．結果系に対して強い関  

係にある原因系の項目は期間と赤血坪数であった．  

血清蛋白は特に体高との関係が部い．白血球数，  

ピロブラズマがこれに次いで，肺虫，EPGは結  

果系との関係が弱い．   

次に結果系の体高，体乳 DGを従属変景に．  

原因糸の各項月を独立変異において飛回帰分析を  
行った．この分析には劇林統計センターのプログ  

ラムを用いた．回帰式は有意でない項目も含めて  

示した．  

0体高   

有意の項目は期間，赤血球数．血清蛋白であっ  

てこのうち期間の影響の程度が最も強〈．次いで  

麦18体高（∬！）を従属変最においた分散分析表  

栗  田  自  由  度   平 均 平 方  F  侶  

全  体  

回   帰  

残  差  

ユ 58．9 8  

5．0 3  

31．6 2  

表19．体高に対して有意の項目の係数誤差等  

項  目  標準偏回帰係数  回帰係数の標準誤差  偏  F  値  

期 間（∬，）  0．3582  

赤血球数（エ，）  0．2177  

血清蛋白（∬7）  0．2820  

0．15 5 9   

0．0 0 28   

0．4 5 8 7  

y（∬，）士2．240＝85．044＋0・561∬：㌧0．007∬5   

十0，030∬8＋1．553こーo．910∬。＋0．001勤＋0．005∬．。  

血清蛋白．赤血球教であった．  

（⊃体重   

有意の項目は期間．赤血球数，ピpプラズマ，  

肺虫でこの順に体重に与える影響の程度は強い．  

表20．体重（茸，）を従属変農においた分散分析表  

要  因  自  由  度  平 均 平 方  F  値  

全  体  

回  帰  

残  差  

3 24 7．7 6  2 0．39  

15 9．3 2  

表21，体重に対して有意の項目の係数誤差等  

項  目  標準偏回帰係数  回帰係数の標準誤差  偏  F  僑  

期 間（∬．）  0．5126  

赤血球数（∬，）  0，3285  

ビロブラズ7（∬．）  0，1949  

肺 虫（才川）  0．1515  

0．812 6   

0．015 8   

3．1（）2   

0．0 6 8  

21．7 0   

10．2 5  

4．90  

3．7 4  

y（ズ，）±12．562＝76．307＋3′522∬rト0．054∬ご■－0．814‘m   
＋3．720勘＋7．391、r8 十0，009∬。＋0．071∬．。   
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この回帰式のうちピロプラズマの係数が正の偵を  
とっているのは，図6に示す通りビロブラズマの  

血中出現数は入牧当初に著しく高くその後＋まで  

減少してそれ以上の減少は示してないが．一方体  

垂は初期から中期にかけて減少しており，この期  

間の平行関係がより強く表われていると思われる．  

0DG   

赤血球数のみ有意であって他は有意でない．  

表22，DG（ヱ．）を従属変量においた分散分析表  

要  田  自  由  度  平 均 平 方  F  値  

全  体   

回  帰   

残  差  

3 6．5 5  

蓑23．DGに対して有意の項目の係数誤差等  

標  準  偏  回帰係数の  
回 帰 係 数  標 準 誤 差  項  目  1F 

。ヨ仔  

′抑 ヨ  偏  F  値  

赤血球数（∬。）  0．5291  0，0002  36．55  

y（J．）±0．244＝0．030＋0．039Jr■＋0．001∬，   

一0．003∬．－0．085∬，＋0．038∬8－0．000∬。＋0．001、ガ1。   

以上の回帰分析から赤血球敷は結果系の各項目  
にわたって強い関係にあったと言える．赤血球数  

は一般に幼君な動物ほど多く．月齢が進むにつれ  

て減少すると言われている，本試験でも舎飼い最  

後の46年8月31日の検杢では700万近い値  

を示している．しかし放牧後直ちに激減し，その  

後月齢が進むにつれて増加するという異常な経過  
をとっている．この赤血球教の急減は供試牛の臨  

床症状や原虫の血中出現状態からビロブラズマ原  
虫の浸壌によって生じたことに疑いない．即ち放  

牧後ピロブラズマの感染により急激な赤血球減少  
を来たし，同時に子牛の発育は著しく阻害された．  

その後感染耐過の状態となり期間が進むにつれて  
体重等は増加に転じて行ったものと見るべきであ  
ろう．しかしこの期間の発育停濁がすべてピロプ  

ラズマに負うとは考え難い．なぜなら原虫の血中  

出現教は放牧直後最高でその後減少したが．1）貧  

血の回復は既往の報告4）よりやや遅く．47年2  
月末（入牧約6ケ月後）の検査で急に回復してい  

る．勿体憂はピロプラズての減少後も低迷し，D  

Gは減少し続けやはり2月末の検査で急に回復し  

た，等の事実があるからである．即ちビロブラズ  

マ感染によって受けた発育停滞を他の要因が持続  
させていたと考えるべきである．本試験では季節  

的影響は把振しきれなかったが．DGと気温とは  

平行に推移し，牧野草生状況の観察とも符号して  

いる．冬季の草生不良により着分摂取量が不足し  

ていたことは明らかであり，そのため試験増飼と  

は別に冬期間補助飼料を給与しなければならなか  
った．養分是不足について栄養障害の研究3）では  
低蛋白飼料が血清蛋白に影響することが示されて  
いるが，本試験では血清蛋白は月齢に従って順調  

に増加しており，摂取養分のうち蛋白よりエネル  

ギ「の方が不足しているものと考えられる．補助  

飼料の養分最もDCPの割合の方が多い（衰24）   

蓑24．補助飼料養分量の要求量に占める割合  

耶 正司7スT 
珊t／  

・蒜笥…  
＝2kglO7 232  

－ ．5㌔g 8・．。 t…   

】2l－】3】  】  kg  

kg  
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2月から気象条件も好転したが，補助解料を増強  

したことが赤血球数を含め発育指標を上昇させる  
楔機となったものと推察される．   

以上放牧後の発育停滞について要約すれば，放  

牧裸子牛は直ちにピロプラズマ原虫の渡感染を受  
け一挙に高度の貧血とあらゆる生理槻能の障害を  
受けた．その後回復に向う時期に気象条件は悪化  

し養分摂取量特にTDNの不足をきたし，発育の  

回復が遅れたものと考える．腸内線虫顆や肺虫も  

この間子牛発育に影響していたが，主要な原因は  

前Z老にあると思われる．   

ピロブラズマ防除に関して本試験でもスミチオ  
ンやサンマコーの空中散布，及びパーマキン（筋  

注）やテトラミゾール（経口）の投与を行ったが  

著効は示さなかった＿今後種々の手段5）とも考え  

合わせて感染防除の効果的方法を確立しなければ  
この牧野利用の大きな障害となるであろう．冬季  

の養分不足については原虫感染等と複合してなお  
不明な点も多い．春放牧による第2次試験を実施  

中なのでその結果により解明に努めたい．  

2．放牧中期の発育について   

47年5月より全頭12ケ月齢に達した．この  

後もピロプラズマの血中出現は消えてないものの  
発育指標や赤血球数の推移からほぼ正常な生理機  
能に回復したものと見られる．47年5月1日よ  

りランダムに3試験区に分け，A区では試験増飼  

を開始した．これよりA区子牛が雄牛牧区に移動  

した同年12月宋（20ケ月齢）までの発育に対  

して増解がどのような効果をもたらしたか比較検討  
する．  

表25．放牧中期の発育成績  

13 0．3  
12 6．7  

4 6 4．6  
4 2 6．0   

17．7   
17．】  

体高（cm）   119．4  115．7  115．5  

47．12，25   

調査時の  

b  

276．3  

a，b   
15．5  

a，b  
3／19，5  

a，b  
3 8 7．8  

b   

2 4．2 5  

a  

303．O  

a   

16．0  

C  

2 5 0．3  

b   
15．1  

b  
2 5 7．O  

b  
3 3 9．8  

b   
2 4．5 0  

体重（kg）   

管圃（cm）  

a  

＝111  

7
 
2
 
 
 

5
 
1
 
 

5
5
 
 放牧中期問のDG（g）  

生後から  
47．12．25まての拓（g）  

平均300kg到達月齢  

a
8
 
 
 

7
 
 

2
 
 

a  

2 0．2 5  
約12  
約13  

a，b，C：同じ行で異った7ル7丁ベットは統計的有意 （）内は概算値   

表25に見る通りいずれの発育指標もA区は他  

区を上まわり．増飼の効果が願書に表われている．  

体高では約4cm，体煮では約28kg他区より高  

く，DGも他区との姜が明らかとなっている．B  

区．C区ではこの期間中平均300kgに達しなか  

ったが．A区では平均303短となり，その差約  

4ケ月の発育が促進された．そのため繁殖，分娩  

の時期を早める効果をもたらした．しかしA区で  

もホル協発育億とは比較にならないほど遅れてお  
り，放牧初期の発育停滞はとりかえされていない．  

C区の値が低いのは四肢に損傷を受けた1頭を含  

めて平均したためで（後に代替した）他の3頭は  

B区の牛群とほぼ同じ発育を示している．この期  

間の終りに放牧2年目の冬を迎え．全牛再び発育  

の停滞を受けたがA区では2ケ月程度で体重の増  

加に転じたにもかかわらず，他区では4月頃まで  

遅延していた．このことは増飼の効果として重視  

しなければならない．   

以上放牧中期の発育については，放牧環境にも  

馴れて比較的安定した発育をしめしていたという  
ことができる，放牧育成における発育をホル協発  

育値と比較することは本来適切でないと考えられ   
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るが，その発育はいづれもホル協発育値を大巾に  

下まわっていた．また栄養状況をみるため期末  

（20ケ月齢）における体重／体高をもとめてみ  

るとA区254．BC区それぞれ239・217と  

なっており子牛栄養降車発生に関する研究3）にお  

ける低栄養群をやや下まわる水準にあった．ただ  

この間にあってA区は明らかに体重．300kg到  

達月齢などその増飼効果が実証された．  

3．放牧後期の発育について   

この時期は最終分磯月日（49，5，1：最終  

過敏月日49，1，31）までで最長16ケ月間  

である．この間にB区2頭は49年1月申，下軌  

A区．B区の各l頭とC区の会頭は48年12月  

中旬まで三度目の冬を牧野で過した．48年4月  

までの冬期間は前年同様発育の停滞がみられ，赤  

血球数血清蛋白，ピロブラズマ等比較的安定した  

数億をしめしている点からみて冬期間の牧野草生  
の劣化 TDNの絶対的不足が最大の原因にあげ  

られよう．同様に48－49年の冬においても発  

育の低迷がみられている．表26は放牧後期の発  

衷26．放牧後期の発育成績  

雲 苦＼試区験   
A   8   C  

a  b  a，b  
932  1．063  1，033   

129．3  12 9．3  126．9   

4 6 9．5  4 7 3．7  4 6 0．0  

17．8  18．0  17．5  

4 5 4  415  4 24   

3 3 4  3 28  297  

29．8  41，7  3 5．2  

（2：2） （l：2） （0：3）  

分 娩 ま で の 日 齢  

体 高（crゆ   

体 重（kg）   

管一躍（Cm）  

分硬直前時の  

生後から分娩までのDG（g）   

雄牛牧区移動後分娩までの日数  

慶  子  体  重（kg）  
（8：？）  

a，b：同じ行で異った7ルフ丁ペットは統計的有意  

育をしめしたものであるが，分娩までのDGがA  

区は他区よりすぐれている．また冬期をのぞく青  

草期について47年と48年の平均DGの比較を  

みると．   

47年 500g （47・4．27－＝）．30）   

48年 633g （48．4．26－10．26，  

妊6ケ月以上挽く）  

となっていて，このような牧野での成績6）として  
は．この時期についてみる限り悪い成横とはいえ  

ない．B区の増飼の効果については分娩時点をと  

らえて統一し．分裸面前体急 さらにそれ以斬りこ  

さかのぽって妊娠1ケ月までの体重を区毎に平均  

してその効果の判定をおこなった（図7），もち  

ろん分娩が7ケ月間と広範にわたっているため，  

月齢の相違，季節の相違などが加味され適切な判  

定法とはいい難いが図7でみるかぎり他区に比べ  

やや高い増俸を示している．   

この期間を特徴づけるものはB区妊娠中の増飼  

にあるが，これは分娩彼の牛体体力あるいは泌乳  

に対する効果を見るのが主眼であった．本稿では  

分娩までの発育状腰について検討し分娩彼の成槙  
検討は次報にゆづる．表24をみると雄牛牧区へ  

早くに移動したA区は他区より100日以上分娩  

を早めている．B区の増飼効果は分娩時の発育指  

標に示されるが，他区と等しいかやや上まわって  

いる程度で，受胎後の体重の推移（園7）も他区  

と大差なかった．しかし慶子体責は統計的有意に  

至らないまでも他区より良くはぼ標準侶を示して   

kenkyu05
テキストボックス
26



浅沼・鎌川・遠畑・関口：三宅島牧野における乳用子牛の飼い直し  

妊娠1ヶ月2  3  4  5  6  7  8  9 10  
囲7．B区の増飼効果の比較  

ー6ケ月齢から2ケ月間予備放牧し．昭和46年  

11月から本放牧（周年昼夜放牧）に移し，その  

間13ケ月齢から14ケ月齢にかけて飼い直しの  

ための増飼を行うA区，妊娠4ケ月から7ケ月に  

かけて飼い直しのための増飼を行うB区，とくに  

飼い直しのための増飼を行わない慣行によるC区  

の三区に分けて放牧管理し，分娩前2ケ月で退牧  

させ，舎飼いに移し，2産次までの経過を見るこ  

とになっている．   

今回は分娩時までの育成成績であるが，分娩後  

の経過，および春入牧の育成についてなお試験を  

継摂しており，それらの結果については次報で紹  

介する予定である．  

1．哺育期（～4ケ月齢まで）   

この間の増体量は平均784gとホル協下限値  

を上まわった．  

2．放牧前期（5ケ月齢－12ケ月齢まで）   

全試験期を通じ当期が最も発育．衛生検査成績  

に著変が認められた．  

（1）発育をDGでみると予備放牧（46年9月1  

日実施）2ケ月間は169gそれにつづく3ケ月  

はDGマイナスを記録，47年2月末検査時より  

回復したが．当期平均DGは179gであった．  

（2）赤血球数は入牧前平均650万近いものが入   

いる（表7）．このことはB区妊娠中の増飼が牛  

体発育には顕著な効果を与えず胎児の増体に寄与  
したものと思われる．慶子の体重は分娩時母牛の  

栄養状態に影響される面もあり標準をかなり下ま  
わるA区と標準に近いB区とでは分娩時母牛の栄  

肴状態になんらかの差異があったのではなかろう  
かと推測される．生後から分娩までのDGは分娩  

日齢の早いA区がやや高いが大差なかった．又雄  

牛牧区移動後分娩までの日数は受胎状況を推測す  
るものであるが対象C区がほとんど第1回の発情  

で受胎したと見られるのにA．B区では1－2回  

の発情をぬかしてから受胎していた．以上の結果  

から放牧中期13～16ケ月齢で増飼した場合，  

300kg到達時期を約4ケ月，受胎分娩時期を約  

3ケ月早める効果があるのに対し，妊娠中期の増  

飼は体重等発育成績に関しては特に効果が見られ  
なかったといえよう．  

要  約  

≡宅島牧野での乳用雌子牛の放牧育成では，発  

育の遅延が問笥となっているので，放牧期間中．  

一定の時期に増飼による飼い直しで発育遅延を解  
消することをねらいとし，本試験を実施した．   

昭和46年4月生れの乳用雌子牛12頭を，5  
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牧練直ちに380万と急減し．47年2月末の検  

査で580万を記録するまでは400万を下まわ  

っていた．  

持）白血球数，血清蛋白については前者は入牧1  

ケ月で7千から9千と増加し，後者は入牧2ケ月  

より6．0となり3ケ月以降は7．0に近い水準で推  

移した．  

刷 小型ピロブラズ7は入牧lケ月の検査時に全  

例に濃厚な汚染が確認されたが，二度にわたる駆  

虫の結果．殆んどが48年9月28日の検査時で  

一になるまで感染度＋で推移した．  

（5）EPG，肺虫については，前者は入牧1ケ月  

より試験全期をとおして散発的に検出され，肺虫  

は入牧3ケ月日にいたって高度に検出され 発育  

停滞の一因としての疑いがもたれたが駆虫の結果  
1例をのぞけばその後検出されなかった．  

（6）以上の成績と体重．DGとの関係について乗  

回帰分析を行って考察してみると（宣）体重について  

は期間．赤血球数，ビロブラズマ，肺虫の順で強  

く影響し．DGについては赤血球教の影響が有意  

であった．  

（7）これらの成績から当期発育停滞の原因は入牧  

直後のピロブラズマ渡感染による貧血と，それに  

つづく気象条件の悪化にともなう摂取TDNの不  

足にあったとみられる．  

3．放牧中期（13～20ケ月齢）   

この期間においておこなわれたA区増飼の結果  

（1）A区は体高で約4cm．体煮で約281電他区よ  

り，まさり．種付体重3001唱に約4ケ月早く到  

達した．  

引  用  

（21当期における血液検査成撰ははぼ正常な生理  

槻能をしめし．著変はみらなかった．  

（3）ビロブラズマは貧血症状はみられなかったが．  

常に血中に検出された．  

4．放牧後期（21ケ月齢より分娩まで）   

この期間におこなった妊娠中期における増飼の  
結果  
（1）増俸，発育に対する影響は明らかでなかった，  

（2）統計的着意差はなかったが産子平均体重がA．  

C区の29・封昭，35・2kgに餃ペB区は41，7kg  

と大きく増飼が産子の発育増体に影響をあたえた  
ようにみられた．  

（3）ピロブラズマは牧野にダイアジノソ散布した  

（48年9月15日）以後は血中に検出されず，  

その他検査成措も前期同様ほぼ正常とみられた．  

（4）A区は平均約31ケ月齢．体重478kg王！．  

C区は34ケ月齢，体重はそれぞれ474kg452  

kgで初産を分娩した，  

（5）予備放牧後から退牧までの周年放牧期間中に  

おける各区平均DGはA区422g，B区361  

g，C区373gであった．  

4．所要経費   

哺育期から退牧までの経費および日数はA区が  

93．726円，681日，B区102，442円，  

800日，C区92，205円，783日でA区，  

C区は経費的に殆んど善がないが，A区は増飼の  

結果100日早く退牧．分娩，泌乳する結果とな  

った．B区は他区に較べ大巾な出費となったがそ  

の効果は初産次以後の検討にまつものである．  
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